
愛知県立一宮聾学校（聴覚障害） 

１ 学校概要 

設置部・設置学科 幼稚部・小学部・中学部・高等部（普通科） 

特色ある取組 

 「聴こえない」「聴こえにくい」幼児児童生徒のための学校です。異年齢集団での学習や他部との

合同学習や生活場面の中で、相手を思いやったり将来の自分の姿を思い描いたりして、共に育ち、高

め合う実践を行っています。 

「友達とのつながり」「幼稚部から高等部までのつながり」「他の聾学校・交流校・地域社会とのつ

ながり」「卒業生や企業とのつながり」などの「つながり」を通して輪が広がり社会とつながる子供

たちを育てます。 

地域とのつながり・地域での役割 

 尾張中央福祉会大和保育園、一宮市立大和西小学校、一宮市立大和中学校、愛知県立佐屋高等学校、

愛知県立一宮西高等学校との学校間交流、小学部・中学部は、一人一人の居住地域の学校で学ぶ居住

地校交流を積極的に行い、交流及び共同学習を進めています。また部活動は、中学校体育連盟や高等

学校体育連盟主催の大会にも参加をしています。 

高等部卒業生の主な進路 

＜進学＞大学・短期大学、聾学校専攻科   ＜一般就労＞一般企業、特例子会社 

＜福祉就労＞就労継続支援、就労移行支援、生活介護等   

一言アピール  

「なりたい自分になる」「自分の良さが分かる」を応援する笑顔あふれる学校です。幼稚部から高等 

部まで幅広い仲間とともに、思いやりの優しい心を大切にしながらそれぞれ夢の実現に向けて頑張っ 

ています。 

 

２ スクール・ポリシー 

このような幼児児童生徒の育成を目指します 

 幼児児童生徒一人一人が障害に向き合い、自分の能力を最大限に生かし、社会の一員として活躍で

きる人材の育成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように学びます 

小・中学校、高等学校に準ずる教育や個に応じた教育を行っています。また、幼稚部から高等部ま 

で継続的なキャリア教育を通して、自分が思い描く将来を実現する力を付けるようにし、学びを進め

ています。 

○聴覚の活用や口話、読話、手話、筆談などの個に応じた手段の活用により、豊かな社会生活を目指

してコミュニケーション力の向上を図ります。 

○少人数で一人一人の実態に合わせてきめ細やかに学びます。 

○自ら考えたり、言葉で伝え合ったりすることを大切にして学びます。 

○ＩＣＴ機器を活用した新しい学びのスタイルを通して、多様な社会に必要とされる情報活用能力

や、情報モラルを身に付けます。 

 

＜小学部＞ 

自分で考え、進んで学ぶ子 

思いやりをもって元気に行動できる子 

言葉できちんと伝え合える子 

 

＜中学部＞ 

自分から進んで学習する生徒 

お互いに相手の気持ちを大切にできる生徒 

決まりを守り、自ら考え、行動できる生徒 

 

＜高等部＞ 

目標に向かって、自ら学ぶ生徒 

人とのかかわりを大切にする生徒 

社会にたくましく働きかけていく生徒 

 

＜幼稚部＞ 

自分のことは自分でやろうとする子 

仲良く生き生き遊ぶ子 

自分の気持ちを豊かに表現する子 

 

 


